
 

地域生活を支えるための福祉人材の確保・育成について 

 

１ 人材育成と確保に向けた取組 

（１）明石市介護・障害福祉分野資格取得支援助成金 人材育成 

⚫ 令和６年度から助成対象の資格を２１から２５に拡充（そのうち、障害福祉分野

に関する資格として、同行援護従事者研修、行動援護従事者研修、全身性障害者

移譲介護従事者研修を追加） 

⚫ 障害福祉施設からの申請状況について（令和 7年 2月 1日現在） 

介護職員初任者研修 22件 

介護福祉士実務者研修 13件 

強度行動障害支援者養成研修 46件 

介護福祉士国家試験 3件 

社会福祉士国家試験 2件 

精神保健福祉士国家試験 1件 

公認心理師国家試験 2件 

同行援護従事者研修 New! 5件 

行動援護従事者研修 New! 28件 

合計 122件 

 

（２）各種研修の実施 人材育成・定着 

① 介護福祉士試験対策講座 

⚫ 令和 7年 1月 17日にオンラインで実施（参加者 29名） 

② マネジメント研修（部下育成研修） 

⚫ 人材の定着を目的として、職員が育ち、職員が辞めない職場づくりのために、部

下との関わり方など、育成に欠かせないスキルを身に付けるようとするもの 

⚫ 令和 7年 1月 31日にオンラインで実施（参加者 45名） 

③ サービス管理責任者・児童発達支援管理責任者研修（基礎・実践） 

⚫ 県から指定を受けて令和４年度から実施（実践研修は令和６年度から） 

⚫ 基礎研修 22名受講、実践研修 20名受講 

 

（３）市単独の就職フェアの実施 人材確保 

⚫ 「福祉のしごと就職フェア㏌明石」を令和４年度から開催し、今年度で３回目 

⚫ 市内 28 法人が出展（うち障害者（児）福祉施設は 13 施設）し、来場者 72 名、

延べブース訪問者数は 223名 

（４）福祉のしごと魅力発信事業 人材確保 

⚫ 福祉の仕事の魅力を多くの人に知ってもらうため、福祉施設職員が働く様子や、

就職に至った動機などについて、明石商業高校福祉科の生徒が取材を行い、映像

【資料１】 



制作のプロが魅力発信動画として仕上げました。産官学が共創して制作・発信す

ることで、福祉人材の確保を図ります。 

⚫ 障害福祉部門として、明石市立ゆりかご園（児童発達支援）、社会福祉法人明桜会 

サポートセンター曙（生活介護・就労継続Ｂ型）の動画を制作 

⚫ 今後は、市主催のイベント等でも放映予定 

 

２ その他の取組（施設整備） 

（１）障害者グループホーム新規開設推進事業補助金（市単補助金） 

⚫ 障害者グループホームを新たに開設する事業者に対して、５００万円を上限に補

助を行う 

⚫ 令和６年度は、６施設から交付申請あり（令和 7年 2月 1日現在） 

 

（２）社会福祉施設等施設整備費国庫補助金（国庫補助金） 

⚫ あかし障害福祉推進計画を踏まえ、必要性が高いと判断される施設等の整備に対

して、補助対象経費の３／４を上限に補助を行う（うち２／３は国庫から支出） 

⚫ 令和６年度は、１施設から交付申請あり（令和 7年 2月 1日現在） 

 

３ これからの取組（予定） 

実施内容 方向性 取組（予定） 

資格取得支援助成金 維持 ➢ 今年度の水準を維持 

各種研修の実施 拡充 

➢ サビ管研修を含め継続実施の予定 

➢ さらに人材育成・定着に向けて、新人

職員向けの集合研修も実施予定 

市単独の就職フェアの実施 維持 ➢ 例年同様６月頃の実施を予定 

施設整備関連 維持 
➢ 市単補助、国庫補助ともに今年度の水

準を維持 

 


